
 福島県東白川郡塙町

　水質検査は、水質基準に適合し安全であることを保障する為に不可

欠であり、水道水の水質管理において中核をなすものです。水質検査

計画とは、水質検査の適正化を確保する為に水質検査項目等を定めた

ものです。

令和8年度　水質検査計画
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7 お 客 様 の 声 と 水 質 検 査

基 本 方 針

水 道 事 業 の 概 要

水 質 検 査 計 画

水 質 検 査 の 基 本 方 針

検 査 回 数 及 び 検 査 頻 度

検 査 地 点

事 故 等 へ の 速 や か な 対 応

水 質 検 査 計 画 及 び 結 果 の 公 表

水質検査を委託する場合における

目　　　　　　　次

臨 時 の 水 質 検 査

水 質 検 査 方 法

水源の状況並びに原水及び浄水の水質状況

当該委託内容



1
塙町生活環境課では、水源及び原水の特徴を踏まえ、

水質管理項目に留意し、安全でおいしい水を供給

することを目的として、令和８年度の水質検査計画

を作成しました。

① 　水道の元となる原水の水質検査を実施します。

　また、状況に応じて必要な検査を実施します。

② 　水道法で検査が義務付けられている水質基準

　項目は、過去の検査結果及び水質汚染状況を

　考慮し、検査頻度の検討を行います。

2

次亜塩素酸ナトリウム
(消毒剤)及び急速ろ過

次亜塩素酸ナトリウム
(消毒剤)

炭酸ガスによるＰＨ調整

シェルビーズ(貝殻)
によるＰＨ調整

膜ろ過・次亜塩素ナトリウ
ム（消毒剤）

次亜塩素酸ナトリウム
(消毒剤)

深井戸

浅井戸

高 城 地 区 第 １ 水 源 系

高城簡易水道第２水源系

常 豊 地 区 第 １ 水 源 系

常 豊 地 区 第 ２ 水 源 系

基 本 方 針

浅井戸

湧水

塙 地 区 第 1 水 源 系

塙 地 区 第 ２ 水 源 系

塙 地 区 第 ３ 水 源 系

川 上 地 区 第 1 水 源 系

区　　　　　分

伏流水

深井戸

滝 沢 の 滝

水 道 事 業 の 概 要

原　水 浄　　水　　処　　理　　方　　法

　塙町の水道は、平成２３年４月から上水道となり塙第１～第３系、常豊系、川上系

高城系との４つの系統からなり、各水源の状況を踏まえ浄水処理し町内に配水し

ています。

系 統 区 分
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3 水源の状況並びに原水及び浄水の水質状況
① 原水においての汚染要因

② 配水池入り口から給水栓までにおいての汚染要因

常 豊 第 ２ 配 水 池 系

次亜塩素酸ナトリウ
ム使用による消毒
副生成物

汚染要因

消
毒
副
生
成
物

鉛、硬度、フッ素、
蒸発残留物

ナトリウム、蒸発残
留物

フッ素、硬度、蒸
発残留物

水質管理優先項目

フッ素、鉛

硬度、蒸発残留物

高 城 第 １ 配 水 池 系

高 城 第 ２ 配 水 池 系

常 豊 第 １ 配 水 池 系

使用薬品及び資機材

次亜塩素酸ナトリウム

塙 第 １ 配 水 池 系

蒸発残留物、鉛

高 城 地 区 第 ２ 水 源 系

原水の検査結果状
況

　基準値を超えたも
のはない。ただし、ク
リプトスポリジウム対
策として、当該指標
菌の検査を行いま
す。

水質管理上の優先項目

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒
素、フッ素、マンガン

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒
素

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒
素、鉛、フッ素

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒
素、鉛、アルミニウム、鉄、マ
ンガン

硝酸態窒素及び亜硝酸態
素、鉛、鉄、マンガン、フッ素

水源区分

塙 第 ３ 配 水 池 系

川 上 第 １ 配 水 池 系

塙 第 ２ 配 水 池 系

高 城 地 区 第 １ 水 源 系

ｐＨ、、鉛、フッ素、　ナトリウム

水源区分 汚染要因

常 豊 地 区 第 １ 水 源 系

　周辺部には工
場や汚染物質を
排出する施設は
ないが、田畑が多
く存在する。

塙 地 区 第 １ 水 源 系

常 豊 地 区 第 ２ 水 源 系

川 上 地 区 第 １ 水 源 系

塙 地 区 第 ２ 水 源 系

塙 地 区 第 ３ 水 源 系
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4

(1)

水質検査の基本計画を策定しました。

① 検査地点は、水質基準が適用される蛇口、及び浄水場の入り口（原水）とします。

② 検査項目は、水道法で検査が義務付けされている水質検査基準項目は、過去の

③  原水の検査として、消毒副生成物と味、PFOS及びPFOAを除いた39項目を年

１回行います。また、必要に応じて目標設定項目及び残留農薬の検査を行います。

④

検査結果及び水源の状況等を考慮し行います。

⑤

酸（PFOA）が新たに水質基準項目に追加されます。

＜法令で定める水質検査＞

①

・残留塩素の検査を行います。

　 ②

います。

　 ③ 水質基準項目 ３ヶ月に１回、町内の代表する6地点の給水栓において水質

変化の指標となる９項目に消毒副生成物及び各水系における

＜独自に行う水質検査＞

④ 原水の検査 クリプトスポリジウムの指標となる指標菌（大腸菌数・嫌気性芽

胞菌）の検査を各水源にて行います。

⑤ 農薬の検査 各水源地の状況を踏まえ必要に応じて残留農薬の検査を行

います。検査時期については臨時とします。

水 質 検 査 計 画

水 質 検 査 の 基 本 方 針

      各水系の水源の特徴及び水質管理においての留意すべき事項を踏まえ、塙町の

検査結果及び水源の汚染の状況等を考慮し、検査頻度の減数を行いますが水道

水の安全性を保障するため１年に１回は全項目検査を行います。

クリプトスポリジウム・指標菌（大腸菌数、嫌気性芽胞菌）の検査については過去の

今年度より、ペルフルオロオクタンスルホン酸（PFOS）及びペルフルオロオクタン

１日１回、町内　７ヶ所の給水栓において、色・濁り・味・臭い毎 日 検 査

監視項目を付加した検査を行います。

毎 月 検 査 １ヶ月に１回、町内の代表する6地点の給水栓において水質

変化の指標となる９項目（省略不可能項目）について検査を行

3



(3)

①

年３回

色・濁り・味・臭い
・残留塩素

毎日

水質基準２６項目

月１回

水質基準 ９ 項目

水質基準２７項目

年1回水質基準５２項目

水質基準２５項目 年３回

水質基準５２項目 年1回

年３回

検査項目

色・濁り・味・臭い
・残留塩素

水質基準５２項目

水質基準 ９ 項目

毎日

年1回

検査項目

年1回

塙 第 ３ 水 系
検査頻度

毎日

検査頻度

検査項目

高 城 水 系

色・濁り・味・臭い
・残留塩素

月１回

水質基準５２項目

水質基準２５項目

検 査 地 点

給 水 栓
塙 第 1 水 系

検査項目

色・濁り・味・臭い
・残留塩素

毎日

検査頻度

水質基準 ９項目

年３回

水質基準 ９ 項目

検査頻度

月１回

塙 第 ２ 水 系

月１回

＜水質分析＞

＜水質分析＞

検　　査　　地　　点

塙第２コミュニティ消防
センター

上渋井加圧ポンプ場

塙町生活環境課
職員

20条登録機関に委託

＜水質分析＞

水質検査実施者

20条登録機関に委託

検　　査　　地　　点

塙町公民館　竹ノ内公民館

検　　査　　地　　点

台宿分館　農村改善センター

検　　査　　地　　点

塙町公民館　高城地区館

20条登録機関に委託

水質検査実施者

＜水質分析＞

水質検査実施者

塙町生活環境課
職員

塙町生活環境課
職員

塙町生活環境課
職員

20条登録機関に委託

水質検査実施者
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水質基準 ９ 項目

常 豊 水 系

検査項目 検査頻度

水質基準５２項目

年3回

年1回

水質基準２５項目

色・濁り・味・臭い
・残留塩素

毎日

水質基準５２項目

＜水質分析＞

水質検査実施者

塙町生活環境課
職員

川 上 第 １ 水 系

水質基準 ９ 項目

年1回

検査頻度

毎日

検　　査　　地　　点

月１回

月１回

検査項目

年3回

色・濁り・味・臭い
・残留塩素

水質基準２５項目

　　常豊地区公民館
中塚コミュニティ消防セン

ター

検　　査　　地　　点

笹原地区公民館

20条登録機関に委託

＜水質分析＞

水質検査実施者

塙町生活環境課
職員

20条登録機関に委託

中野加圧ポンプ場
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　　厚生労働省健康局水道課局長通知「水道水中のクリプトスポリジウム等

　対策の実施について」（平成１９年３月３０日健水発第0330005号）の規定

　に基づき、耐塩素性微生物等による汚染のおそれの判断をし、水道水原

　の検査を行うこと。

クリプトスポリジウム等による汚染のおそれの判断基準

　　

　上記の指針より各水系の「耐塩素性微生物」による汚染の可能性及び原水の状況

などを考慮して下記の検査を行います。

②

水源水質を確認するため、原水を採水し検査します。

クリプトスポリジウム
・ジアルジア

年１回 塙第1水源

クリプトスポリジウム(耐塩素性病原微生物）等対策指針項目

地表水等が混入していない被圧地下水の
みを原水としており、当該原水から指標菌
が検出されたことがない施設

地表水等が混入していない被圧地下水以
外の水を原水としており、当該原水から指
標菌が検出されたことがない施設

地表水以外の水を原水としており、当該原
水から指標菌が検出されたことがある施設

レベル　1

レベル　2

レベル　3

地表水を水道の原水としており、当該原水
から指標菌が検出されたことがある施設

レベル　4

原 水

年４回

検査頻度

指標菌
(大腸菌数・嫌気性芽胞菌)

年１回

検　　査　　項　　目
水質基準39項目

毎月

年４回

＜水質分析＞

水質検査実施者

塙第３水源、川上第１水源

検　　　査　　　地　　　点

年１回

各原水

第３水源、川上第１水源　　　　

高城第１・２水源

塙第２水源、常豊第１・第２水源 20条登録機関に委託

水源の系統種別 リスクレベル

塙　第一水系 レベル３

塙　第二水系 レベル１

高城水系 レベル２

塙　第三水系 レベル３

川上水系　 レベル３

常豊水系 レベル１

汚染の可

能性が低

汚染の可

6



③

水源地 配水池 採水地点

＜試料の採取・運搬＞

　各採取地点での試料採取は「検査告示」に従って実施し、採取した試料は１０度以下に

　保冷して運搬する。

採 水 地 点

 

川上第１

常豊水系

塙第３

塙第１

塙第２

水系

高城水系

7



(4)

　水源等で次のような水質変化があり、その変化に対応した浄水処理を行うこ

とができず、給水栓の水で水質基準値をこえるおそれがある場合は、直ちに

取水を停止して必要に応じて水源、浄水場、給水栓等から採水し、臨時の検

査を行います。

① 水源の水質が著しく悪化したとき。

② 水源に異常があったとき。

③ 水源付近、給水区域及びその周辺において消化器系感染症が流行

しているとき。

④ 浄水過程に異常があったとき。

⑤ 配水管の大規模な工事その他水道施設が著しく汚染されたおそれ

があるとき。

⑥ その他特に必要があると認められるとき。

　臨時の水質検査は、水質異常が発生したとき直ちに実施し、水質異常が

終息し、給水栓の水の安全性が確認されるまで行います。

臨 時 の 水 質 検 査

8



(5) 水質検査方法
　水質基準項目の検査方法は、水質基準に関する省令の規定に
基づく告示された方法により行います。

№ 水質検査項目 検査方法 検査着手時間

1 一般細菌 標準寒天培地法 12時間以内
2 大腸菌 特定酵素基質培地法 12時間以内
3 カドミウム及びその化合物 誘導結合ﾌﾟﾗｽﾞﾏ-質量分析法 2週間以内
4 水銀及びその化合物 還元気化―原子吸光光度法 2週間以内
5 セレン及びその化合物 誘導結合ﾌﾟﾗｽﾞﾏ-質量分析法 2週間以内
6 鉛及びその化合物 誘導結合ﾌﾟﾗｽﾞﾏ-質量分析法 2週間以内
7 ヒ素及びその化合物 誘導結合ﾌﾟﾗｽﾞﾏ-質量分析法 2週間以内
8 六価クロム化合物 誘導結合ﾌﾟﾗｽﾞﾏ-質量分析法 2週間以内
9 亜硝酸態窒素 ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法（陰ｲｵﾝ類） 24時間以内
10 シアン化合イオン及び塩化シアン ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ-ﾎﾟｽﾄｶﾗﾑ吸光光度法 24時間以内
11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法（陰ｲｵﾝ類） 24時間以内
12 フッ素及びその化合物 ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法（陰ｲｵﾝ類） 24時間以内
13 ホウ素及びその化合物 誘導結合ﾌﾟﾗｽﾞﾏ-質量分析法 24時間以内
14 四塩化炭素 ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ-質量分析法 24時間以内
15 1,4-ジオキサン パージ・トラップ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析法 24時間以内

16
シス-1.2-ジクロロエチレン及びトラン
ス-1.2-ジクロロエチレン

ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ-質量分析法 24時間以内

17 ジクロロエタン ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ-質量分析法 24時間以内
18 テトラクロロエチレン ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ-質量分析法 24時間以内
19 トリクロロエチレン ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ-質量分析法 24時間以内
20 PFOS及びPFOA 固相抽出-液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ-質量分析法 2週間以内
21 ベンゼン ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ-質量分析法 24時間以内
22 塩素酸 ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法（陰ｲｵﾝ類） 24時間以内
23 クロロ酢酸 液体クロマトｸﾞﾗﾌ質量分析法 72時間以内
24 クロロホルム ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ-質量分析法 24時間以内
25 ジクロロ酢酸 液体クロマトグラフ質量分析法 72時間以内
26 ジブロモクロロメタン ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ-質量分析法 24時間以内
27 臭素酸 ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ-ﾎﾟｽﾄｶﾗﾑ吸光光度法 2週間以内
28 総トリハロメタン ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ-質量分析法 計算による
29 トリクロロ酢酸 液体クロマトグラフ質量分析法 72時間以内
30 プロモジクロロメタン ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ-質量分析法 24時間以内
31 プロモホルム ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ-質量分析法 24時間以内
32 ホルムアルデヒト 誘導体化-高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法 72時間以内
33 亜鉛及びその化合物 誘導結合ﾌﾟﾗｽﾞﾏ-質量分析法 2週間以内
34 アルミニウム及びその化合物 誘導結合ﾌﾟﾗｽﾞﾏ-質量分析法 2週間以内
35 鉄及びその化合物 誘導結合ﾌﾟﾗｽﾞﾏ-質量分析法 2週間以内
36 銅及びその化合物 誘導結合ﾌﾟﾗｽﾞﾏ-質量分析法 2週間以内
37 ナトリウム及びその化合物 誘導結合ﾌﾟﾗｽﾞﾏ-質量分析法 2週間以内
38 マンガン及びその化合物 誘導結合ﾌﾟﾗｽﾞﾏ-質量分析法 2週間以内
39 塩化物イオン ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法（陰ｲｵﾝ類） 24時間以内
40 カルシウム、マグネシウム等（硬度） 誘導結合ﾌﾟﾗｽﾞﾏ-質量分析法 2週間以内
41 蒸発残留物 重量法 2週間以内
42 陰イオン界面活性剤 固相抽出-高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法 72時間以内
43 ジェオスミン ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ-質量分析法 72時間以内
44 2-メチルイソボルネオール ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ-質量分析法 72時間以内
45 非イオン界面活性剤 固相抽出-高速液体クロマトグラフ法 72時間以内
46 フェノール類 固相抽出-液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法-質量分析法 72時間以内
47 有機物（TOC） 全有機炭素計測定法 72時間以内
48 PH値 ガラス電極法 12時間以内
49 味 官能法 12時間以内
50 臭気 官能法 12時間以内
51 色度 透過光測定法 12時間以内
52 濁度 積分球式光電光度法 12時間以内



(6) 水質検査を委託する場合における当該委託の内容

ア 委託の範囲

（ア） 具体的な検査項目及び頻度

別表に掲げる定期の検査項目・回数すべて。

（イ） 試料の採取及び運搬方法

受託者が採水及び運搬を行う。

（ウ） 臨時検査の取り扱い

受託者と協議のうえ検査項目、回数を決定する。

イ 委託した検査の実施状況の確認方法

水質検査結果について、水質検査結果の根拠となる資料（検量線

クロマトグラム並びに濃度計算書等）を確認する。

その他水質検査の実施に際し配慮すべき事項

1 水質検査結果の評価に関する事項

水質検査結果については検査の都度、基準値超過がないか確認する。

2 水質検査計画の見直しに関する事項

水質検査計画の内容については、毎年３月に見直しを行う。

特に年度内に得られた水質検査結果を踏まえ次年度の定期の水質検査

に係る検査頻度について留意する。

3 水質検査の精度・信頼性保証に関する事項

水質検査を委託している水質検査機関において精度管理がなされているか

毎年確認を行う。

4 関係者との連携に関する事項

水質汚染事故などが発生した場合には、福島県県南保健所及び役場等に

通報したうえで、連携して迅速に対策を講じる。
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5 水質検査計画及び結果の公表

公表します。

　この水質検査計画に基づき検査を行い、検査結果をホームページで速やかに

お客様

水
質
検
査
計
画

水
質
検
査
の
実

検
査
結
果

見直し

水質検査計画策定の概念図

塙町 生活環境課

公

表

お
客
様
の
声

公
お
客
様
の
声

検
査
結
果
の
評
価
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6 事故等への速やかな対応

7 お客様の声と水質検査

〒963-5492　塙町大字塙字大町三丁目２１番地

塙町役場　生活環境課　施設係　

TEL　０２４７－４３－２１４８　　

FAX　０２４７－４３－２４２４

メールアドレス kankyou@town.hanawa.fukushima.jp

査計画の見直しを行い、より安全で安心できる水道を目指します。

問合せ先

異常を発見した時点で水道課までご連絡ください。直ちに原因を究明し、安全な

水道水を供給します。

　安全でおいしい水を提供するために塙町生活環境課では、水質検査計画と検査

結果を公表しこれらの事項につきまして、町民の皆様からご意見を頂いて水質検

この水質検査計画に対する皆様のご意見をお寄せ下さい。

確認致します。また、水道を使用しているときにいつもと違う水が蛇口から流出した

場合(着色している、異物が流出してきた、異常な味・臭いがする、等)についても、

　塙町生活環境課では、水源もしくは浄水処理過程において異常並びに事故（水道法

に係る基準値内で水道水が給水できない恐れがある場合)が発生した場合につい

ては、当該施設の給水区域内の給水を直ちに停止し、異常がなく水質基準を超え

ない安全な水が給水できるまで水質検査を行い、町民の皆様に安全な水道水を

供給致します。

  また、異常事態にも速やかに対応できる検査機関に水質検査を依頼し、安全を
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